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【はじめに】
近年、聴覚情報処理障害（Auditory Processing Disorder）や Cochlear Synaptopathyなど、聴力閾値は
正常であるにもかかわらず、雑音下における語音聴取等に困難を示す難聴が明らかになってきている。特
に学齢期においては、学習困難の要因となりうるため、早期発見・介入が重要である。今回、雑音下聴取
を簡便にスクリーニングできる日本語版 DTT（Digit Triplet Test）にバイノーラルマルチトーカーノイズ
（BN―MTN）を実装し、成人及び学齢児に適用したのでその結果を報告する。
【方法】
検査手法 : DTTは雑音を背景に 3つの数字が 0．6秒間隔でランダムに再生される呈示音を聴取し任意

の端末で回答する。SN比 0dBから始まり、その変化量を自動的に調整して、50％了解度が得られる SN
比が 1dB単位の精度で左右別に求められる。算出可能な SN比の上限は－16dB、下限は＋4dBに設定さ
れている。今回、新たに作成した BN―MTNは、男女各 6名（計 12名）の音声をコンデンサマイクで集
音し、無音区間の削除後、各音声が同一音圧となるよう調整した上で、ダミーヘッド（HATS）の中心か
ら 70cmに配置した 12個のスピーカより同時に呈示して HATS内の IEC711カプラで収音した。
対象 : A小学校 3～6年生の児童 32名（児童群）及び、聴力正常の大学生 28名（成人群）
手続き : 対象学校長に了承を得た上で、学級担任から研究協力依頼の文書を配布し、各家庭において、
任意の環境でイヤホンまたはヘッドホンを用いて実施した。
【結果】
児童群において、検査の主旨が理解できていないと思われる 6名のデータを除外して検討した。その結

果、児童群（n＝26）の両耳平均 SN比は－1．5dB（SD＝3．89）、右耳平均 SN比は－1．08dB（SD＝
3．98）、左耳平均 SN比が－2．73dB（SD＝4．95）であった。また、成人群の両耳平均 SN比は－4．59dB
（SD＝3．99）、右耳平均 SN比が－3．11dB（SD＝3．96）、左耳平均 SN比は－6．07dB（SD＝4．75）であり、
両耳と左耳の平均 SN比において、成人群と児童群との間に 5％水準で有意な差がみられた。また、両耳、
右耳、左耳の平均 SN比－2SDは児童群で 6．28dB、6．88dB、7．17dB、成人群で 3．39dB、4．81dB、3．46
dBであった。本実験システムは、4dBを超える SN比の測定ができない設定であり、BN―MTNの場合、
SN比 0dBでも、児童にとっては課題が難しく、ノイズと呈示音とのバランスと初期設定が不適切であっ
た可能性があるため、今後の学齢児を想定した本格的な運用にあたっては、ノイズレベルの調整が必要と
なると考えた。
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